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闇公私立大学臨書館協力委躁会大学図書館
蕃傭権検討委蹟会の整備権踊題への取組
～
捗録:闇公私立大学図書館協力委員会大学囲馨館著作権検討委環会は平成14年10月に設置されているが,
その活動は,それ以前の著作権間題拡大ワーキンググループの期間を合わせると10年におよび,大学図書
館への広報等,日本図書館協会をはじめとする関連団体との連携,著作権等簡理専業者等との協議など-:多
岐にわたる｡本稿では検討委員会の活動の一端と著作権に関する大学園蕃舘廟辺の状況変化について述べ
る｡
キーワ一群. :大学囲藷館,藷僻権,聞公私立大学圃藷館協力晶会,大学圃馨館薔傭権験鞘委環会,囲轄館肥
播ける薯催物の利用に関する当轟音協議会′
1.膿じめに
圃公私立大学図書館協力委員会大学図書館著作権
検討委員会(以下,国公私立大学図書館協力委員会
を｢協力委員会｣といい,その下の大学図書館著作
権検討委虞会を｢検討委員会｣という｡)は平成14
年10月に設置され,その下にワーキンググループ
(以下,このワーキンググループを尊に｢ワーキン
ググループ｣という｡)を撞いている｡
ワーキンググループは平成13年3月に設置され
た協力委員会著作権問題弦大ワーキンググループ)
の活動を引き継いで溝り,検討委員会の実質的な活
動の多くはワーキンググループで処理されている｡
本稿では,ワーキンググループ,その前身である
著作確聞題拡大ワーキンググループの活動を申心
に,著作権に関する大学図書館廟辺の状況変化につ
いて述べる｡
なお,本稿において著作権法(昭和45年法律第
48号)の条項を示す場合,法令名を記述せず条文
番号のみを記述する｡-また,本項は複写サービスに
関する著作権弼題を申心に述べるこt,になるが,文
脈上やむを得ない場合などを除き,図書館内で一般
的に用いられる語であるコピ｣または複写ではな
く,著作権法上で眉いられる語である複製を周い
る｡
2.複製肛関するいくつかの課題
図書館で利周者に提供される資料は,書籍･雑謹
(麗子版を含む)のほか, CD′等の音楽資料
DVD ･,ビデ布テープ等の映像資料など多様である
が,それらのほとんどは著作物であり,保護期間が
満了しているなどの場合を除き,著作権法に撞かれ
た権利観隈規定の艶聞を超える方法で利席者に資料
を提供しようとすれば　当然,著作権者から静諸を
得なければならないということになる｡
表掴ま平成22年度大学図書館職員短期研修の
｢大学図馨館に捷ける著作権｣のために作成した資
料2)の一部で･,かなり大雑鞄であるが,大学図書館
で行われている活動(サービス)ど,その活動に関
I
係する重な権租　さらに関係する権利醐限規定をま
とめたものである｡それぞれのサービスに,いろい
ろな権利が関係しているが,その甲でも,サービス
窓師において最も著作権が関係する弼題が昼じる頻
度が高いのは第2条第1項第時号で定義される複
製を鮮うサービスであろう｡
衰1大学図書館の活動と著作権
大学図書館の活動 関係する孟な権利 関係する権利観限規定
i(視蕗議轍競? 亦?9y??ｩ4?h+X,?(??9茶3??ﾘ??
(悲話喜)塵護繰03) ?9y??ｩ4?h+X,?(??9茶3???ﾘ???ﾘ??
複写サービス複製権(21条) 侭??ｭ?????兒?ｲ???ﾘ??
(楠互利眉を含む)i.議渡糧(26条の2) § 兒?ｸﾊ?ﾉ?ﾌ??h.萎ﾉ?+8.ｨ+ﾙZ?ｹZ?ﾈ?6窿Cx?,ﾂ纈?
機関リポジトリi複製権(21条) (電子図書館を含む)i公衆送信権(23条) 偬B?
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図書館における複製ノに関しては,権利観隈規定と
して第31条が置かれており,一定の範囲で著作権
者の詐講を得ることなく複製を行うことができるも
のの,窓口では　しばしば第31条で定められた範
輔では満たすことができない利用者の要求が寄せら
れる｡
ち
ここで発隼頻度が高いと思われる聞題について,
その所在を共有するため,改めて第31条の条文を
確認する｡
`(図書館等に掛ナる複製)
第三十一粟　国立国会図藷館及び図書,記録その､
僧の資料を公衆の利用に供することを闇的とす
る図書館その他の施設で政令で定めるもの(班
下この項に執､て｢図書館等｣という｡)に①童
いては,次に掲げる場合には,その営利を目的
としない専業として,図書館等の図書,記録そ
の他の資料(以下この条に捲いて｢②囲馨館資
糀｣という｡)を席いて著作物を③複製すること
ができるし｡
-　図書館等の利鼎者の求めに応じ,その諏査
研究の刷こ供するために,公表された④萱塩
物の一部分(⑤発行後相当難問を経過した定
期刊行物に掲載された個々の著作轍にあって
iI,その全部)の複製物を一人につき一部提
供する場合
二[略]
三[略]
2　[略]
合計5か所に番号と下線を付したが,まず, ①の
｢おいては｣については, ｢著作権法逐条欝義｣3)に
｢本条で｢溝いては｣という書き方をしております
のは　物理的な複製の場所が図書館等の施設内であ
ることを意味しているのでば必ずしもなく,i複製専
業の宝体が図書館等であることを必要とする意味で
ございます｡｣とした上で｢なお,コイン式複写機
を設置して利用者に自由に所蔵図書を複製させる鯛
も見かけますが,それは本条の脱法的な行為であり
まして-･･｣とある｡多くの大学図書館でコイン式
コピー機が導入されているが,利周者自身がコイン
式コピー機で行う複製は原則的に第31条の範囲外
であるとしている｡
次に, ②の｢図書館資料｣についても,間じく
｢著作権法逐条講義｣に｢全国津々浦々の施設にあ
る資料をどれでもコピーできるということではな
く,複製しようとする施設の蔵書とか保衛資料を意
味するものであります｡｣とある｡楠互剰席で他館
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から借り受けた資料の一部を複製したいという要求
があると思われるが,そのような複製は第31条の
範囲外と読める｡
③の｢複製することができる｣については, ｢著
作権法逐条欝義｣では特に解説されていないが,複
製以外の行為を行う場合は著作権者の許諾が必要に
なる(第31条に基づいて作成された複製物は利用
者に譲渡されるが,この譲渡に関しては第47条の
9により,著作権者の静講を得ないで行える｡)ど
いうことである｡複製物を少しでも早く入手したい
という要求があった場合,ファクシミリや麗子メー
ル等を使うことが有効であるが,複製物をファクシ
ミリや麗子メール等を使って送付することは第2条
第1項第7号の2で定義される公衆送信に当たると
解釈されているため,著作権者の静諾なく行うこと
はできない｡
④の｢著作物の一部分｣については, ｢著作権審
議会第4小委員会(複写複製関係) ､報告書｣4)に
｢｢一部分｣とは,少なくとも半分を超えないものを
意味するものと考えられる｡また,著作物が多数収
録されている編集物にあっては, ｢定期刊行蠍｣を
除き,掲載されている個々の著作物について｢一部
分｣であることを要するものである｡｣とある｡例
えば　利廟者からの複写申込が著作物の一都､分で
あったとしても,その部分が掲載されているページ
に当該著作物の全部あるいは複数の著作物が掲載さ
れている場合,厳密には一部分を超える部分が複製
されないようにする必要がある｡
最後に, ⑤の｢発行後相当競闘｣については,
｢著作権審議会第4小委員会(複写複製関係)報告
書｣に｢通常の販売経路において当該定期刊行物を
入手できない状態をもって｢相当難問を経過｣-　した
ものと理解すべきであろう｡｣とiあるほか, ｢著作権
法逐条講義｣に｢少なくとも雑誌篭の定購刊行物が
発売されてからその次号が発売されるまでの間は複
製できないということでありまして,次号が発売さ
れてもまだ前の号の在庫品があって人事可能な場合
はコピー･サービスが認められません｡｣とある｡
この課題については,窓口においても次号の発売を
もって発行後相当期間としているであろうが,著作
権者等と図書館との間に認識の違いがあり,解決を
蹴る必要がある｡
3.問題解決肛両肘ての櫨鞘替蘭画鯨との協議
前項に掲げた以外にも多くの課題が存在するであ
ろうが,このような課題を解決する鞘ま,大きく分
けて,法政丑を求めるアプローチ,著確権者に静藷
を求めるアプローチがあると言えるだろう｡このう
大学囲馨館研究XCIII (2011.12)
ち,著作権者に詐諸を求めるアプローチでは,普
然,著作権者との協議が必要になる｡
そして,著作権者との協議に関しても,大きく分
けて, ④個々の図書館において個々の尊鯛が壁じる
ごとに対象の著作轍の著作権者と協議するケース,
I ⑤個々の囲藷館が静諸を要する可能憶が高い孟要な
ヽ
著作権者と予め利席条件に関する協議をしておく
ケース, ⑤いくつかの図書館が静藷を要する可能睦
が高い宝要な著作権者と事め団体として利眉条件に
関する協議をしておくケ｢スなどが考えられる｡
検討委員会も@の一環として｢図書館における著
作物の利周に関する当尊者協議会｣ (以下, ｢当尊者
協議会｣という｡)に加わり,各種協議を行ってい
る｡
当事者協議会には本稿執笹時点で下記の団体が参
加している(正規参加団体とオブザーバ参加団体を
分け,それぞれで50･音願)｡
権蘭書傭配偶
･学術著作権協会
･拙版者著作権篭理機構
･配本映像ソフト協会
･日本書籍曲版協会
･酷本文義家協会
･配本新聞協会(オブザーバ)
･日本複写権センター(オブザーバ)
囲寵館鱒醒鮎
･国公私立大学図書館協力委員会
･全国学校図書館協議会
･全国公共園華館協議会
･専門図書館協議会
･日.本図書館協会
･国立国会図書館(オブザーバ)
･配本看護図書館協会(オブザーバ)
当事者協議会の起源は,文化庁が所掌する著作権
審議会のマルチメディア小委員会に設置された｢図
書館等に掛ナる著作物等の利席に関するワーキン
グ･グループ｣ (以下, ｢図書館等wG｣という｡)
に求めることができる｡
図書館等wGは平成12年10月に第1回の会議
を聞いているが,平成13年1月の申央省庁再編に
催い, i文化審議会著作権分甜会情報小委環会に改め
て撞かれ,その後,平成13年10月に報告書を鰭報
小委員会に提出している｡
この報告薔そのものは公開されていないようであ
るが,囲華館篭WGで検試された内容については
平成且3年12月に公表された｢文化審議会著作権分
穂会審議経過の概要｣ 5)･6)で確認することができ
る｡
その当時,著作権法は関係する当尊者間で合意さ
れた尊項にづいて改亜するという方針であったた
め,図雷館等wGで検討された項目は,その後,
文化庁長官官房審議官決定により｢図書館等に挫け
る著作物等の郡眉に関する検討｣を行うための検討
会が設けられ,平成14年2月から引き続き検討が
行われた｡その検討結果は文化審議会著作権分科会
法嗣蘭越小委員会に報告され,間小委員会の審議を
経て,平成15年1月に公表された｢文化審議会著
作権分科会審議経過報告書｣ 7) ･8) ･9)･10)に掲載され
ている｡　　　　　　　　　　　　　　ノ
｢図書館等に執する著作物等d)利別こ関する検討｣
は法糊間題小委員会への報告で役割を終えたが,当
尊者間の率直な意見交換が相互理解と具体的解決案
の提蝿をもたらすことを期待して,権利者僻と図書
館鯛との発意による｢図書館等における著作物等の
剰周に関する当尊者協議｣を平成14年11月から開
始している11)｡
この｢園藷館等に執ナる著作物等の利別こ関する
当事者協議｣は,当初から1年経度の活動を予定し
て設置されており,平成16年5月に,それまで文
化庁から図書館等WGの委員として委嘱されてい
た延長でのメンバー構成であったものを,各参加団
体からの派遣という位置づけに改められ,現在の当
尊者協議会に至っている｡
ここに記した当尊者協議会に至るまでの変遷をま
とめると衷2のようになる｡
なお,大学図書館界としてば∴当尊者協議会(そ
の前身を含む｡この段落において間じ｡)が設けら
表2　権利者鶴団体との協議
年 佇譏檍ｶ99冖ﾈ??
i平成12年 偖ﾃ?霆ﾎ巍?9仗Y-Y~ﾂx箞4?x醜檍秋?ｭ?ﾘ*??萎ﾉZ??ﾉy駅?
平成14年 ?ﾈ靱?ﾘｭ??????萎ﾉZ??ﾉy駅?亊h+x.佶?"?
平成14年;11月臨書館等における著催物等の利別こ関する当尊者協議i 
平成16年 店ﾈ?ﾙLｸｭ????捧)萎ﾉZ?ﾉy駅?亊h+x.?i??ｺhｶ8檐F?
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れる以前,昭和62年に日本複写権センターの静身
となる著作権集再処理機構設立準備委損会が設立さ
れて以薬,各種協議を行ってきた｡また･,当尊者協
議会が設けられた以後も必要に応じて当尊者協議会
とは別に協議を行うことがあり∴すべての協議を当
事者協議会で行っているわけではない12) ･13) ｡
4.ガイEi.ライン等による問題解決の詰み
｢2.複製に関する課題｣で第31条の条文の5か
所に番号と下線を付したが,それらに関して,当尊
者協議会などの場において権利者僻団体に静諸を求
める協議を行い,その延長でガイドラインを作成す
ることにより一定の籠園で解決している｡それぞ
礼,縄かな条件などを設けているので　運席に当
たってば該当のガイドライン等を確認願いたい｡
①の｢おいては｣で示したコイン式コピー機の聞
題に関しては,配本複写権センターとの合憲を経
て,平成15年1月30日に｢大学図書館における文＼
献複写に関する実務要項｣ 14) ･15)を発行している｡
この実務要項は,そこに示した条件に適合させる
ことによって,大学図書館において利席者醇身が士
イン式コピー機を届いて行う複製について,第31
条の｢溝いては｣の範囲内と扱うとするものであ
る｡
時系列では, ②のl｢図書館資料｣よりも(①の｢複
製することができる｣に関するガイドラインが早
く,上述の複製物のファクシミリ等による送信の間･
題について,平成16年3月5醇に｢大学図書館間
協力における資料複製に関するガイドライン｣16)を
発行している｡
本稿で述べるガイドライン等を発行するに当たっ
てば,すべて権利者傭団体の合憲や了解を得ている
が,十大学図書館間協力における資料複製に関する
ガイドライン｣に関しては,曲版者著作権管理機構
と協力委員会との間で｢大学園藷館聞協力における
資料複製に関する利用静諾契約書｣を,学術著作権
協会と協力委環会との間で｢大学図書館聞協力にお
ける資料複製に関する合意書｣を交わして捲り17),
他のガイドライン等とは少U性格を異にしているこ
とに注意を要する｡
なお, ｢大学図書館における文蹴複写に関する実
務要項｣と｢大学図書館間協力における資料複製に
関するガイドライン｣とについては　当尊者協議会
とは別沌,各権利者鯛団体と協力委廣会との協議に
より競走したものである｡
②の･｢図書館資料｣で示した相互利用で他館から
借り受けた資料の複製の弼題, ④の｢一部分｣で示
した問-紙面に複数の著作物が掲載されているよう
な場合などの複製の問題については,当尊者協議会
に話いて権利者鯛団体の了解を得て,揮本圃替館協
会,協力委員会,全国公共囲藩館協議会が連名で
平成18年1月1臣=こ,それぞれ｢図書館間協力に
おける現物貸借で借り受けた図書の複製に関するガ
イドライン｣18'･19)･20'･21)ぉまび｢複製物の写り込み
に関するガイドライン｣22)を発行している｡
これら2つのガイドラインに関しては,それぞれ
｢｢図書館聞協力における現物貸借で借り受けた図書
の複製に関するガイドライン｣に関するQ&A｣23)
ならびに｢｢複製物の写り込みに関するガイドライ
ン｣.に関するQ&A｣24'を作成しているので併せ
て確認願いたい｡　　､
⑤の｢発行後楠当期蘭｣の間題については項を改
めて述べることとし,この項の最後に,平成22年
2月18酷に協力委員会,全国学校図書館協議会,
全国公共図書館協議会,専弼図書館協議会,閏本図
書館協会が連名で発行した｢図書館の障害者サービ
スにおける著作権法第37条第3項に基づく著作物
の複製等に関するガイドライン｣25)について触れて
おく｡
平成21年6月12日,著作権法の一部を改正する
法律(平成21年法律第53号) (以下, ｢平成21年
改亜法｣という｡)が成立し,それまで点字囲薔館
篭での視覚障害者に対する貸曲席の録音図書作成に
ついて定められていた第37条第3項が大幅に改め
られることになり,平成21年改正法の施行後,著
作権者等とのトラブルを避けるため,当尊者協議会
衷3　著作物利周に関するガイドライン
作成隼iガイドライン等名称 ?ｹ?9?
-平成15年i大学図書館における文献複写に関する実務要項- ?(4898?5(78?ｴ?hﾅr?
平成16年i大学図書館蘭協力における資料複製に関するガイドライン 兒?ｹZ?ﾉ??ｭhﾅr?
i複製物の写り込みに関するガイドライン 傅ﾉV??ﾉZ?ｸｭhﾅr?
平成18年図替館間協力における現物貸借で借り受けた図書の複製に関する ?b?茨8?{?ﾉZ?ｸｭhﾅr?
!ガイドライン 
畠 
国2畠弊誌謀議盤;誓権法第37条第3項腫づく 傴ｸ･?(5H?7(5穎(ｶﾂ??
20
大学囲韓館研究XCIII (2011.12)
の下に障害者サービスワーキングチームを撞き,こ
のガイドラインを策定した｡
以上のガイドラインについてまとめたものが表3
である｡
な溝, ｢囲薔館の障害者サービスに播ける著作権
法第37条第3項に基づく著作物の複製等に関する
◆
ガイドライン｣の発行に催い,平成16年4月30日
制歩で,日本文義家協会と日本図書館協会との間で
交わされた｢公共図書館等に溝ける音訳資料作成の
一括許諾に関する協定薔｣に基づいて運眉されてき
た｢障害者周音訳資料利用ガイドライン｣は廃止と
なっている｡
5二　大学園韓鏑への広報その他の活動
検討委員会は権利者鯛団体との協議以外にも:大
学図書館のサービス窓口などに活ける著確権に関す
る理解を深めるため,さまざまな活動を行ってき
た｡
特に,著作権問題弦大ワーキンググループが設置
された当初は∴平成13年12月7語の早稲距大学総
合学術特報センター国際会議場罪深記念ホールにお
ける｢大学図書館著作権ワークショップ｣や,平成
14年10月10問の慶懸義塾大学三田キャンパス北
館ホールに挫ける,シンポジウム｢学術コンテンツ
流通と著作権｣といった行事を行っており,これら
の記録は本誌に掲載されている26) ･27) ｡
また,著作権弼題紘犬ワーキンググループ設置当
初から続く代表的な活動の､1つに｢大学図書館に蒸
ける著作権問題Q&A｣ (以下, ｢Q&A｣という｡)
の作成がある｡
Q&Aは平成14年2月鴫酷付けで国立大学図書
館協会(当時は国立大学図書館協議会)のWebサ
イトで公開28)して以来,法改正や当事者協議会での
協議などを反映する作業を重ね,平成21年3月27
閏付けで公開している第7版29)が最新であり,堤
荏,平成21年改正法その他の内容を反映するべく,
改訂作業を行っているところであ(る｡
Q&Aの特徴は1つの質間に耕して複数の闘答が
眉憲されていることで,条文解釈に複数の考え方が
ある場合には,妥当と思われる考え方に基づいた回
答から願に並べていることである｡
この特徴に苅しては,当初から,どの闘答を採摘
すべきかわからないという意見が検討委員会に蕾せ
られており,平成17年3月25日付けで公開した第
4版を作成する際には,すべての質間に対して回答
を1つとすることも検討したが,多面的な鞠酷概料
を提供することも重要との鞘輔から,複数の醒答を
用意する形式を維持することとしている｡
Q&Aの作成と並行して,ワーキンググループは
麗子メールによる著作権に関する質間を受け付けて
いる00)｡このことに関しては,機会あるごとに矯知
に努めているが,ここ数年,質間は送られてきてい
ない｡しかしながら,上述の2つのワークショップ
の前後には,楠当数の質間があり,それらの質間の
いくつかをQ&Aに掲載している｡
さて, ｢2.複製に関するいくつかの課題｣の項
で犬学園馨館職墳短期研修のために作成した資料の
一部を転載したが,近年,間研修の著作権に関する
讃義については,検討委員会あるいはワーキンググ
ル二プのメンバーが翻醇を務め,著作権法の概要や
当尊者協議会の動向などについて解説してい831) ｡
また,平成且9年度から平成21年度までの学術ポー
タル担当者研修において,著作権法を概説する講義
が設けてあったが,これについてもワーキンググ
ループのメンバ｣が講蘭を務めた｡
なお,ここ数年の機関リポジトリに特化した学術
ポータル担当者研修を内容的に引き継いだ　デジタ
ルリボジトl)連合の重爆による機関リポジトリ新任
担当者研修において,平成23年度はワーキンググ
ループのメンバーが講輔を務めることばなかったも
のの,オープンアクセスとセルフ･ア-カイビング
に関する著作権マネジメント･プロジェクト
(scpE)との合耐2)という形で著作権に関する講義
に関係している｡
次に,平成13年9月に配本図書館協会と合間で
作成したポスター(図1)について述べる｡
冒 i i i-. i 唸???????????劔 
i慧_./iソ//好蔓 ･一〇〇●〇〇一∴ ∴強●●一 .∴:チ:∴ 劍??-(,＼- ∴∴∴∴ 
∴∴∴∴∴∴ 劔?
鷲幣-ii 
∴∴∴∴∴ 剪ﾘ?ｨ????
･*-鱒轡灘鰯諒高萩/灘灘綾＼_,.i造./＼i__ 
撥熊i撥纏熊讃態＼/ i救＼ 劔剏` 
+∴一一千∴-｢｢｢｢-∴｢さい 
+ 
a ?
/馨､事 .め/i 債I慶 ･.子∴ 劔停｢?や粫?
㍉㍉∴∴∴∴∴∴∵∴ 劔-.i-i/ 1線i/ 
∴ 
緯線 
::∴ ∴ 
-亀一一一一m溶､1-黄i 
･鷲 
を 
ヽ 
を 
∴∵ 
繕態繕窮繊繋醗饗鱗犠藷∴醗継親瀧籍灘繊擬態鱗鵜濃艶態 
図1　日本圃醤館協会と共同作成のポスター
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図2　協力委員会で独撞作成のポスター
このポスターは,図書館の利席者に対して,図書
館における複製について著作権法が定める要件を廟
知するために作成したもので,前述したコイン式コ
ピー機の運眉に関する｢大学図書館における文献複
写に関する実務要項｣に｢著作権法尊重態度の燭
知｣という項龍があり,その要件を満たす意味も含
めて,ほぼ全ての大学図書館に配布した｡
その後も,依頼のあった大学図書館に送付してい
たが,イラストが大学図書館に見えないといった意
見が検討委員会に寄せられていたことから,在庫が
なくなったことを磯に,平成20年3月,協力委員
会尊猶でデザインを一新したポスター(図2)を作
成し,改めて各大学図書館に配布した｡
このほか,聞春図書館協会の著作権委員会に委員
を派遣33)し,i公共図書館など',大学図書館以外に対
しての広報等にも参画している｡
6.躍近の活動
前述のとおり,平成21年6月12日に平成21年
改正法が成立したが,第37条第3項に基づく複製
等を行える施設については,.政令で定めるとの規定
であり,諸々の資料約･勅から公共図書館が含まれ
ることば確実であったものの,大学図書館が含まれ
るかば明確ではなく,平成21年6月16日付けで文
化庁長官に宛てて文書を提蹄し,以下の3点につい
て要望した｡
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1∴改正後の著作権法第37条第3項に基づき｢視
覚障害者籍のための複製等｣が行える者とし
て,学校教育法(昭和22年法律第26号)第
1条の大学又は商笥専門学校に設置された図
書館及びこれに類する施設を政令で指定する
こと｡
2.改正後の著作権法第37条の2第1号並びに第
2号に基づき｢聴覚障害者のための複製等｣
が行える者としで　学校教育法(昭和22年法
律第26号)第玉条の大学又は高等専弼学校に
設置された図書館及びこれに類する施設を政
令で指定すること｡
3.改正後の著作権法第38粂第5項に基づき｢営
利を醇的としない上演等｣が行える施設とし
て,学校教育法(昭和22年法律第26号)第
1条の大学又は高等専門学校に設置された図
書館及びこれに類する施設を政令で指定する
こと｡
どの程度,この要望書に効果があったのかは不明
であるが,著作権法施行令の改正(著作権法施行令
の一部を改正する政令(平成21年政令第299号))
により,大学図書館は第37条第3項に基づく複製
等,第37条の2第2号に基づく複製等が行える施
設となった｡
さて, ｢4.ガイドライン等による問題解決の試
み｣で項を改めて述べるとした⑤d) ｢発行後楠当期
聞｣の間題であるが,現在,多くの図書館で発行後
楠当廟間は｢次号が出されるまで(発行後3か月経
過しでも次号が発行されないものは3か周経過後)
とする｡｣という運届が行われているものと思われ
る｡しかしながら∴当尊者協議会において,この運
周に対して権利者鯛団体から異論が出てい636'｡
具体的には,刊行物の分野や内容により, -次号が
刊行された後も長期に販売されるものがあるほか,
多くの場合,足蹴刊行物に掲載ざれた′連載小説など
は書籍化される｡その他,諸々の専精を考慮すれ
ば,定顛刊行物という分類にまって,一律に次号が
刊行されるまでを発行後槽当期間とする運席が図書
館界で行われることで販売を陸害される可能鰹があ
るため,刊行轍の分野や内容により設定した蹴蘭を
刊行轍に表示し,表示された期間をもって発行後楠
当顛間とするという運席ができないかというもので
ある｡
このような主嬢を下記のようにまとめ,平成22
年11月,全国公共蹴薔館協議会および協力委環会
が,関係する図書館に対して意見募集を行い37),寄
せられた意見を権利者鯛団体に提示した;この問題
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については現在も協議を行っているところである｡
1. ｢発行後楠当期蘭経過後｣について,従薬園藩
館は｢次号発行後または3カ月後｣として解
釈して定期刊行物掲載の著作物を複製してき
たが,今後,権利者は,権利者が定めた方式
ヽ
によって著作物または蛙版物ごとに｢発行後
楠当期聞｣を表示するので･,図書館は,その
表示がある著作物についてはその嫡弼内は31
r条による無論諸の複製を行わないようにして
ほしい｡
2.ただし,表示がない著作物については,篠栗
通りの解釈で複製を行ってか貰わない｡
3.権利者は,表示の方式を定める際,図馨館,
利席者がその意味を明確に理解できるように,
十分に譜細な趣旨,蹴間の表示を行うように
する｡ (この点は,権利者鯛からの要望を変更
しています｡) 38)
4.権利者は,表示をするか否かを鞠醗する際に,
市場で容易に入手可能であるか否か,酋行本
など別形態で再刊行する予定があるか否か,一
文芸作品であるか否か,地図あるいは写真で
あるか否かという点について考慮する｡
5. "デジタル版の存在を考慮する必要がある｡
まだ　当尊者協議会において,図書館内における
複製は第31条に基づくものに限られるべきとの孟
嬢が権利者鰯団体からあり,図書館としての立場を
以下のようにまとめ,これらについても,発行後相
当期間に関する意見募集と同時に意見募集を行い,
＼
これらに射して寄せられた意見も併せて権利者側聞
体に提示している｡
1.図書館は,権利者の静講を得て図書館資料を
複製することがある｡
2.図書館は,図書館の利周者が私的利用のため
に自動複製機器によって図書館資料をその館
内に挫いて複製することがないように努める｡
3.図書館は,図書館の利席者が私的利周のため
に持参の携帯用機器などを使属して図書館資
料を複製することについて,箇理止の観点か
ら観隈することがある｡
4.図書館は,法35条にいう｢学校その他の教育
機関(営利を目的として設置されているもの
を除く｡)において教育を担任する者及び授業
を受ける者｣ではない｡
5.囲書館は;法35条における｢教育を担任する
者及び授業を受ける者｣がその所蔵資料を無
静諸で複製することについて,簡壇上の観点
から蹴隈することがあり,また,そのような
複製については,法31条に基づく無静講の複
製とは区別して取り蔽うこととする｡
6.図書館は,訴訟の当尊者になるなどの場合,
法42条によって,みずから無詐講で複製する
ことがある｡
7.図書館は,法42条にまって複製を行う者がそ
の所蔵資料を複製するごとについて,簡理止
の観点から蹴隈することがあり,また,その
ような複製については,法31条に基づく無誼
藷の複製とは区別して取り扱うこととする｡
なお,検討委員会は当事者協議会とは別に,当事
者協議会で権利者爛団体から提示されている方法と
は違った方法により発行後相当期間の弼題､を解決で
きないか,いくつかの権利者鶴団体との懇談を行っ
てし､る｡その検討概料とするため,平成22年12月
から平成23年1月にかけて, 30の大学囲薔館を抽
出し｢大学図書館に挫ける,雑誌の最新号に掲載さ
れた記事等の複写需要に関する詞査｣を行った｡こ
の結果についても,該当の権利者鰯団体に提示し,
引き続き懇談を行っているところである｡
7,今後の課題
2010年は麗子書籍元年と′いう言葉を頻繁に聞い
たことは記憶に新しい｡少なくとも,図書館におい
て電子書籍が普及しているとは言い難いと思われる
が,電子書籍が図書館にも普及するようになれば
それらは契約内容にー基づいて利属されるようになる
ことが予想される｡
利用が契約内容に基づくようになれば　これまで
権利醐隈規定が存在しないために実現が困難であっ
たサービスが可能となる可能性がある一方,これま
で権利蹴隈規定の存在により実現できていたサービ
スが不可能となる可能睦もある｡
当尊者協議会に溝いても｢醜版と図書館の関係を
考える小委員会｣を設置し,電子書籍時代を見据え
た議論を始めたところである｡
今後,この議論の展開次第では,麗子ジャーナル
の諸条件について睡販社と協議する大学囲藷館コン
ソ-シiァム連合(肘STICE)七検討委員会との連
携といったことも検討する必要があるだろう｡
また,_　当尊者協議会に出席する権利者鯛団体のメ
ンバーは交代が少ない止,傭人かは文化審議会著作
権分科会に関係する会議の委員を長年にわたって務
めている｡これに対して,蹴菩館鯛騒体のメンバー
は睨駿的頻繁に交代している｡幸いにして,図書館
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鰯闘体の苗にも交代せずに臨席している数名のメン
バーがいるものの,今後,権利者儲団体と苅籍な議
論を続けていくには,ある程度の期間,メンバーと
して出席できる体鰯を大学図書館界として構築する
必要があるだろう｡
t
参考文献･注
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Ac慎vi慎es re肥ting to copy轟ght issues唱ly the Commi請ee on Copy五ght for University L肘raries
Abstract : The Coordinating Commi的ee For Japanese University Libraries established the Committee on
Copyright Sor University Libraries in October 2002, as the successor to me Expanded Working Group on
Copyright Issues. The Committee has undertaken a wide range o苗activities during the pas据en years
(including血e work of its predecessor)血om publicity aimed at universiもy libraries, Cooperating with the
Japan Library Associa由on.and o血er organizations･ tq holding conferences with copyrig址management
groups. This paper describes some of the activides of the Committee and changes involving copyright in the
university library environment.
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